
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお読みくださ

り誠にありがとうございます。今年4月に「青年塾リーダーセミナー」で

「さいたま市」へ行ってきました。今回は「さいたま市長」の「清水勇人さ

ん」の市政の取り組みを聴講して参りました。清水市長は、今年で４期１４

年目になります。失礼ながら「さいたま」と聞くと「ダサイたま」のイメージ

がありましたが、清水市長のお話しを聴いていると、そのような言葉は遠い昔の言葉である

と気が付きました。現在の「さいたま市」は、数々の全国NO.1を誇る政令都市に成長してお

ります。清水市長が特に力を入れていることは「子どもの教育」です。「子どもが輝く絆で

結ばれたまちを実現」をビジョンに掲げて、学校と家庭と地域が連携を取って「人づくり」

に取り組まれております。その核となる取り組みが「放課後チャレンジスクール」です。私は

この「取り組み」に「さいたま市」の「全国NO.1」になった手がかりがあると思いました。

「放課後チャレンジスクール」は予備校でもなく、塾でもありません。すべて「地域住民」に

よるボランティア活動です。「さいたま市」が掲げる「コミュニティーの再生」と「地域住民

の絆づくり」を目的として取り組まれております。もちろん初めは、「地域住民の方々」に理

解していただくのに時間が掛かったと仰っていました。清水市長の「熱い想い」と「根気」で、

「ボランティア活動」を続けていくうちに少しずつ「児童」も参加してよかった、「保護者」

も活動が充実しているなど声が上がり、「地域の方々」もボランティア活動をすることにや

りがいを感じて、お互いに「相乗効果」が生まれてきました。現在は１７万人以上の児童生

徒が参加して、５万人のボランティアがチャレンジスクールで活動しております。また、「さい

たま市」は外国人の居住者も多く、「コミュニティーの再生」と「地域住民の絆づくり」は

大切な課題の一つでもありました。「地域住民」自ら「絆づくり」に取り組まれたことが

「良い結果」に繋がったと思います。市長自ら、度々学校に足を運び子ども達と一緒に「給

食」を食べたり、「地域の方」を招いて、子供たちとの交流を図っております。「学校給食」

の食材も「地域の農産物」を積極的に取り入れております。このような取り組みからも「あ

たたかい人間関係」が出来ているように思われます。住みやすい・住み続けたい街ともに全

国でもトップクラスで、幸福度ランキングでは、政令都市NO.1を誇ります。更に「さいたま

市」は「教育に関する７つの項目」で「全国１位を実現」しておりま

す。「子供の教育」はただ塾へ行かすだけではなく、むしろ「子供た

ちと関わる」ことが大切であると改めて学ばせていただきました。弊社

は、今年の夏休みに「県地区」の「学童保育所」で「防災」のレク

チャーのご依頼を賜りました。是非、この機会に子供たちと楽しく、

笑顔が絶えない学びを提供して参りたいです。引き続きどうぞよろ

しくお願い申し上げます。
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